
医療機関で勤務する救急救命士の
事例紹介／三次救急医療機関
医療機関に所属する救急救命士に対する研修の講師となる人材のための講習会

（医療機関に所属する救急救命士の研修を指導する体制整備に関する講習会）
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一般社団法人 臨床教育開発推進機構
医療機関に所属する救急救命士に対する研修体制整備委員会
（一般社団法人 民間救命士統括体制認定機構）
（ 国立国際医療研究センター病院救命救急センター・救急科）



三次救急病院の雇用状況
（事例；国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院）

配置：２０１０年９月（今年で１４年目）

常勤：救急救命士９名（男性５名、女性４名）

新卒者：０名、既卒者：９名（内、消防機関勤務歴１名）

職位：なし

経験年数：５年未満 ２名、５～９年 １名、１０年以上 ６名

産休/育休：１名

時短勤務：なし

勤務形態：日勤（８：３０～１７：１５）、夜勤（１７：１５～１０：１５）の２交代制

人員配置：日勤２名、夜勤２名



主な業務内容（複数の医療機関の事例）

院内業務 院外業務

救急隊からの電話対応 ドクターカー業務

救急外来での診療補助/救急救命処置 災害派遣

診療録の一部入力 病院救急車での転院搬送

救急外来での転院先の調整 地域の医療機関・消防機関との事例検討会

災害医療対策（DMATなど） 地域の行政との連携（消防機関、役所など）

院内急変対応チームの補助

シミュレーション教育

各種委員会への参加
（救急救命士に関する委員会、災害対策関連、医療安全関連など）
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